
７　
ふ
る
さ
と
納
税

　

令
和
６
年
度
は
約
６
万
３
千
件
、
13
億 

３
千
万
円
を
超
え
る
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
度
も
全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
と
地
域
活

性
化
に
努
め
ま
す
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
こ
れ
ま
で
に
２
億
円
を
超
え
る
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
制
度
が
延
長
さ
れ
、
よ
り
一

層
本
市
の
振
興
に
寄
与
す
る
支
援
の
輪
を
拡

げ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

８　
災
害
復
旧
事
業

　
昨
年
、
梅
雨
前
線
豪
雨
と
台
風
10
号
に
よ

り
市
道
・
河
川
・
農
地
・
農
業
用
施
設
で
災
害

が
発
生
し
、
農
産
物
に
多
く
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
防
災
減
災
の
予
防
保
全
対
策
に
取
り

組
み
な
が
ら
、１
日
も
早
い
復
旧
に
努
め
ま
す
。

９　
ま
ち
づ
く
り

　
公
民
連
携
推
進
事
業
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
な
ら
び
に
地
域
経
済
の
持
続
と

活
性
化
を
図
る
た
め
進
め
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
公
民
連
携
事
業

の
可
能
性
を
検
討
し
、
民
間
か
ら
の
事
業
提

案
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

10　
学
校
教
育

　
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
自
立
す
る
力
を

育
む
教
育
の
推
進
と
、
豊
か
な
心
を
育
み
健

や
か
な
身
体
と
体
力
の
増
進
に
取
り
組
み
ま

す
。
学
校
施
設
で
は
教
育
環
境
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
末
吉
小
学
校
改
築
に
着
手

し
ま
す
。
昨
年
９
月
か
ら
新
し
い
給
食
セ
ン

タ
ー
で
安
全
で
お
い
し
い
給
食
の
提
供
が
始

ま
り
ま
し
た
。
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
学
校
教
育
で
は

は
じ
め
に

　

曽
於
市
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
、
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
し
、
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

施
政
方
針
概
要

１　
人
口
増
対
策

　
住
宅
取
得
祝
金
や
移
住
・
就
業
支
援
金
の

支
給
、
引
っ
越
し
費
用
・
家
賃
補
助
を
行
う

結
婚
新
生
活
支
援
、
米
・
肉
・
野
菜
を
定
期

的
に
支
給
す
る
食
の
支
援
を
引
き
続
き
推
進

し
ま
す
。

２　
情
報
発
信

　

市
報
そ
お
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
各
種

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
分
か
り
や
す
い
内
容
で
積

極
的
な
情
報
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

３　
子
育
て
支
援

　
妊
産
婦
・
子
ど
も
・
子
育
て
世
帯
に
対
し

母
子
保
健
・
児
童
福
祉
機
能
が
一
体
的
に
相

談
支
援
を
行
う
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
す
。
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に

困
難
を
抱
え
る
家
庭
を
早
期
発
見
し
支
援
に

繋
ぎ
、
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
体
制
強
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
保
護
者
の
経
済
的
負
担

軽
減
の
た
め
、
保
育
料
を
無
償
化
し
ま
す
。

４　
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事
業　

　
こ
れ
ま
で
約
２
万
４
千
人
が
来
場
し
、
全

国
か
ら
獣
医
学
生
を
約
２
０
０
名
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
一

層
強
め
、
来
場
者
倍
増
を
目
指
し
ま
す
。

５　
庁
舎
整
備
事
業

　
老
朽
化
が
進
む
施
設
の
改
善
お
よ
び
災
害

時
に
お
け
る
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割

を
担
う
た
め
、
大
隅
・
財
部
両
支
所
庁
舎
の

整
備
を
図
り
、
５
月
か
ら
運
用
開
始
し
ま
す
。

本
庁
舎
は
令
和
７
年
度
ま
で
の
２
か
年
計
画

と
し
て
引
き
続
き
改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

６　
産
業
の
振
興

　
畜
産
を
中
心
と
す
る
農
業
の
ま
ち
で
あ
り
、

農
業
生
産
額
を
増
や
す
こ
と
を
本
市
発
展
の

基
本
と
掲
げ
ま
す
。
耕
種
部
門
で
は
国
・
県

と
連
携
し
た
担
い
手
の
育
成
確
保
、
農
地
の

集
積・集
約
、
省
力
化
と
畑
か
ん
営
農
の
推
進
、

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
農
業
公
社
の
受
託
事
業
と
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
事
業
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
有
害
鳥
獣

対
策
で
は
、
さ
つ
ま
い
も
・
水
稲
な
ど
の
農
作

物
被
害
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。
畜
産
で
は

導
入
保
留
対
策
や
家
畜
改
良
を
計
画
的
に
進

め
る
と
と
も
に
、
飼
養
管
理
の
省
力
化
と
多

頭
化
を
図
る
た
め
の
生
産
基
盤
施
設
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
家
畜
伝
染
病
を
防

止
す
る
た
め
の
防
疫
対
策
強
化
を
図
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
施
政
方
針 

曽
於
市
長
　
五
位
塚
　
剛

令和 7年度当初

曽於市の予算
一般会計歳入歳出総額

270 億 4,000 万円
～ 市民の目線に立ち、小さな声も大切にする市政を目指します ～ お問い合わせ　財政課 財政係　☎０９８６- ７６- ８８０３

特集

「
学
び
合
い
・
深
ま
り
合
う
授
業
」
を
推
進
す

る
た
め
、
教
職
員
の
資
質
向
上
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
一
層
推
進
し
ま
す
。
ま
た
小
中
高
の
連
携

や
地
域
連
携
な
ど
を
図
り
ま
す
。

11　
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

　
市
民
の
学
び
や
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い

づ
く
り
の
場
と
し
て
、
各
種
施
設
の
整
備
を

進
め
ま
す
。
令
和
８
年
４
月
の
開
館
に
向
け

て
、
財
部
中
央
公
民
館
お
よ
び
図
書
館
財
部

分
館
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

12　
文
化
財

　
「
岩
川
の
弥
五
郎
人
形
行
事
」
が
国
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
も
地
域
に
残
る
文
化
財
の
保
存
・
継
承
に

努
め
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
予
算
編
成
は
、
市
長
選
挙

が
執
行
さ
れ
る
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
骨
格
予

算
と
な
り
ま
す
が
①
市
民
に
や
さ
し
い
市
政

運
営 

②
人
と
自
然
を
生
か
し
た
活
気
あ
る
地

域
づ
く
り 

③
教
育
・
文
化
を
促
進
し
、
心
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り 

④
人
口
増
を
目
指
し
、
地

域
活
性
化
の
推
進 

⑤
農
・
畜
産
物
を
生
か
し

た
所
得
倍
増
の
ま
ち
づ
く
り 

の
５
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
予
算
編
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
は
前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て

１
億
２
４
４
０
万
８
千
円
、
0.5
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
特
別
会
計
予
算
は
前
年
度

当
初
予
算
に
対
し
て
１
億
６
４
２
６
万
１
千

円
、
1.4
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

   令和７年度当初 曽於市の予算     特　集
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　人件費は職員給および会計年度任
用職員報酬などの増により、4.5％増
の 34 億 3,971 万 8 千円となり、物
件費はシステム標準化にともなう委託
費などの増により、4.9％増の 47 億
5,488 万 1 千円を計上しました。扶
助費は児童手当や施設型給付費などの
増により、11.2％増の 48 億 6,869
万 4 千円、補助費などは商品券発行
事業交付金などの減により、1.9％減
の 28 億 6,136 万 9 千円を計上しま
した。普通建設事業費は、大隅・財
部支所庁舎整備事業などの減により、
11.0％減の 37 億 1,159 万 2 千円、
公債費は償還元金および利子の増によ
り、4.5％増の 29 億 1,096 万 3 千円
を計上しました。

　自主財源のうち市税は、前年度の所
得割額定額減税分により減額となった
個人市民税の所得割や固定資産税の家
屋の増により、5.4％増の 33 億 474 万
6 千円を計上。繰入金はまちづくり基
金繰入金や過疎地域持続的発展特別事
業基金繰入金などの増により、6.9％増
の 41 億 1,995 万 6 千円です。市の自
主財源比率は、36.4％であり、昨年度
と比較して 0.6％の増です。一方、依存
財源のうち歳入全体の 30.1％を占める
地方交付税は、81 億 3,388 万 4 千円
を計上。地方交付税のうち普通交付税
は前年度実績などを考慮し 2 億 3,752
万 2 千円、3.1％増の 78 億 3,388 万 4
千円となりました。国庫支出金は、施
設型給付費国庫負担金や児童手当国庫
負担金などの増により、16.7％増の 32
億 8,186 万 1 千円を計上し、市債は庁
舎整備事業などの減により、21.9％減
の 25 億 5,910 万円を計上しました。

歳　出 歳　入

   令和７年度当初 曽於市の予算     特　集

会計予算規模
※水道事業会計・公共下水道事業会計は収益的支出と資本的支出の計

予算を一般家計にたとえてみると ※令和 3 年市町村民所得推計で換算

項　目 金　額 構成比

自
主
財
源

給料（市税） 61万 5 千円 12.2％

パート収入やアパートの家賃収
入など

（使用料・手数料・雑収入など）
44 万 5 千円 8.8％

預金の取り崩し（繰入金） 76 万7 千円 15.2％

前年度からの繰越金 9 千円 0.2％

依
存
財
源

親からの仕送り
（地方交付税・国県支出金など） 272 万円 54.1％

借金（市債） 47万 6 千円 9.5％

合　計 503 万 2 千円 100.0％

項　目 金　額 構成比
食費（人件費） 64 万円 12.7％
光熱水費・日用雑貨（物件費） 88 万 5 千円 17.6％
家などの修理（維持補修費） 6 万 8 千円 1.3％
医療費（扶助費） 90 万 6 千円 18.0％
自治会費・サークル費

（補助費など） 53 万 2 千円 10.6％

家の新築増改築費
（普通建設事業費など） 69 万 6 千円 13.8％

ローンの返済（公債費） 54 万 2 千円 10.8％
定期預金（積立金） 30 万円 6.0％
子どもへの仕送り（繰出金） 45 万 8 千円 9.1％
予備費 5 千円 0.1％

合　計 503 万 2 千円 100.0％

収　入

　令和 7 年度一般会計予算を曽於市の一世帯あたりの平均所得に置き換えてみま
した。支出 503 万 2 千円に対し、収入の自主財源は 36.4％の183 万 6 千円です。
そのため収入の残り 63.6％の 319万 6 千円は依存財源に頼っています。

支　出

区　分 令和 7 年度 令和 6 年度 増減額 増減率

一般会計 270 億 4,000 万円 269 億 1,559万 2 千円 1億 2,440 万 8 千円 0.5％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 54 億 4,355 万1千円 55 億 4,594 万 4 千円 -1億 239万 3 千円 -1.8％

後期高齢者医療特別会計 7 億 975 万7 千円 7 億 955 万 3 千円 20 万 4 千円 0.0％

介護保険特別会計 55 億 6,138 万7 千円 56 億 1,990 万 3 千円 -5,851万 6 千円 -1.0％

生活排水処理事業特別会計 6,501万 8 千円 6,857万 4 千円 -335 万 6 千円 -5.2％

小　計 117 億 7,971万 3 千円 119 億 4,397万 4 千円 -1億 6,426 万1千円 -1.4％

水道事業（支出計） 10 億 4,471万 4 千円 8 億 5,218 万1千円 1億 9,253 万 3 千円 22.6％

公共下水道事業（支出計） 4 億 1,837万 8 千円 3 億 3,163 万 8 千円 8,674 万円 26.2％

合　計 402 億 8,280 万 5 千円 400 億 4,338 万 5 千円 2 億 3,942 万円 0.6％
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お
も
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

希
望
が
叶
い 

安
全
・
安
心
な
曽
於
市
に
む
け
た

市民一人あたりの予算
【歳出】市民１人あたりの予算額　84万 3,103 円 おもな経費

民生費
26 万 2,211 円

子ども・高齢者・障がい者
などへの福祉関係全般の
経費

総務費
9 万 9,047 円

庁舎や財産の管理・選挙・
戸籍・市税の賦課徴収など
行政運営の経費

商工費
8 万 7,324 円

商工業や観光振興・思い
やりふるさと寄附金推進事
業などの経費

公債費
9 万 763 円

市の借入金返済の経費

教育費
10 万 1,982 円

学校や教育施設の整備・
生涯学習などの経費

農林水産費
6 万 6,136 円

農業・畜産業・林業などの
振興のための経費

土木費
5 万 6,582 円

道路・橋・河川・公園など
住環境を整備する経費

衛生費
4 万 2,702 円

保健衛生や環境などの健
康で衛生的な生活を送る
ための経費

消防費
2 万 9,084 円

火災や風水害などの災害
から生命と財産を守るため
の経費

議会費
5,521 円

議会運営の経費

　予算を市民一人あたりに換算すると歳入のうち「市税」は 10万 3,041円の負担で、歳出は 84 万 3,103 円となり
ました。歳出を目的別にみると最も多いのは子どもや高齢者など福祉のための民生費です。
　歳入 10万 3,041円と歳出 84 万 3,103 円の差は 74 万 0,062 円ですが、この不足額の大部分が地方交付税や国・
県からの支出金、市債（借金）などでまかなわれることになります。 

市民一人あたりの市税負担額

【歳入】市民１人あたりの市税負担額　10万 3,041 円 令和 7 年３月１日現在の住民基本台帳人口で換算

市民税
35,663 円

固定資産税
55,999 円

軽自動車税
5,784 円

たばこ税
5,595 円

   令和７年度当初 曽於市の予算     特　集

子ども・子育て支援給付費
17億 1,657 万 7千円
　特定教育・保育施設に施設型給
付費を支給することで、子どもの
健全育成や保育・幼児教育の充実
を図ります。

健康増進事業
6,738 万 5千円
　疾病の予防・早期発見・早期治
療により健康寿命の延伸を図るた
め、各種検診や健康相談などを実
施します。

訪問給食サービス事業
1億 2,600 万
　高齢者などに対し、自立した生
活の改善および健康増進と自立し
た生活の維持、安否確認など在宅
福祉の推進を図ります。

予防事業
7,630 万 7千円
　結核検診や予防接種を行うこと
により感染症の蔓延を予防します。

市民のこころ安らぐ
まちづくり

　　

道路維持事業
3億1,015万 9千円
　生活環境の保全や施設の耐用期
間の延命を図るため、道路や側溝
などの補修を実施します。

消防車両購入事業
6,810万 5千円
　市民の生命・財産を水火災から
守るため、消防車や付属備品の更
新などを行います。

消防設備整備事業
8,031万 4千円
　火災・災害に迅速かつ的確に対
応するため、老朽化した消防分団
詰所などの整備を行います。

思いやりふるさと寄附金推進事業
23億9,044万２千円
　思いやりふるさと寄附金の募集
や特産品の発送による、全国的な
ＰＲを図ります。

サツマイモ基腐病排水対策事業
１億5,809万 5千円
　サツマイモ基腐病のまん延防止
や発生予防を図るため、排水対策
や土層改良に対して支援します。

有害鳥獣捕獲事業
4,326万円
　野生鳥獣による農作物被害防止
のための鳥獣保護を実施し、農作
物などの被害軽減を図ります。

被害防止対策整備事業
3,216万 6千円
　イノシシ被害防止のため、ワイ
ヤーメッシュ防護柵を設置します。

自治会振興助成事業
4,894 万 6千円
　各自治会に行政連
絡員を配置し、自主
的活動が展開できる
よう推進を図ります。

学校給食助成事業
１億3,088万４千円
　保護者負担軽減のため給食費の
全額補助を実施します。

公民館管理費
7億3,439万 6千円
　生涯学習に対応した快適な環境づ
くりを行うことで、いつでも、だれ
でも学べる場所を提供します。また
財部中央公民館の改修を行います。

ICT 教育環境整備事業
3,361万 2千円
　ＧＩＧＡスクール構想に基づき、
児童生徒１人１台のタブレットパ
ソコンの配備を進めます。

末吉小学校校舎改築事業
7億7,193万 9千円
　末吉小学校校舎の老朽化にとも
ない、新たに小学校施設を建築し、
児童の安全確保と学校教育の充実
を図ります。

南九州畜産獣医学拠点事業
3,901 万 6千円
　産官学連携により畜産業の持続的発展および
産業動物獣医師の育成を図ります。獣医学部生
の実習受け入れや馬エリアにおいて交流人口の
増加を図り、市外から新しい人の流れを作ります。

地域コミュニティ推進事業
3,733 万 9千円
　自治会加入促進を継続的に行いながら、地域
コミュニティ協議会を設立するモデル地区へ補
助を行うことにより、新たな地域コミュニティ
の活性化推進を図ります。

思いやりタクシー・バス運行補助事業
7,484 万 1千円
　交通手段が無い地域で高齢者など交通弱者の
交通手段を確保し、農村部と都市部の交流促進
と福祉の向上を図ります。

市民主役の協働のまちづくり地域資源を活かし、活力
とにぎわいのまちづくり

市民生活の土台を守る
まちづくり

個性豊かな教育と文化
のかおるまちづくり
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